
オオアワダチソウは，北アメリカ原産の多年生草本であ
る8，11）。主に道端，荒地，原野，河川敷に発生し，高さは 1.2
mほどで，夏には茎の上部に黄色い舌状花と筒状花からな
る頭花が円錐状につく1，8，11）。頭花は虫媒花で，開花期には多
数の虫の訪花が見られる1）（写真―1）。多数の頭花が密につく
ため11），夏の河川敷などでオオアワダチソウが一面に咲く
と，黄色い絨毯が広がっているように見えるほどである。
もともと，オオアワダチソウは明治時代中期に観賞用とし
て国内に導入された8）。観賞用に植えられていたものが逸出
して野生化し8，12，13），各地に急激に分布を広げ始めたのは第
二次世界大戦以後1）と考えられる。現在，北海道～九州まで
分布が見られ8，9），本州ではそれほど目立たないが，北海道
では近縁種セイタカアワダチソウよりも多く見られる1，8，9，12）。
北海道では 1960年以降，札幌を中心に鉄道に沿って釧路，
網走まで広がり1），現在は全道で普通に見られている10）。
オオアワダチソウの優れた繁殖方法は，種子だけでなく地
下茎の両方で増える繁殖様式をもつことである1）。開花後に
果実が成熟すると，白い綿のような状態となり（写真―2），
冠毛をもった痩果（写真―2）は風散布される。成熟した果実
は，子供達に『綿あめのようにふわふわ』と表現される。オ
オアワダチソウ 1個体から数千の種子が飛び，5 m×5 m枠
内で 80～100本の密度の集団になると数千万もの種子が飛
散する1）ため，このような旺盛な種子散布が分布拡大につな
がっていると考えられる。もうひとつの優れた繁殖様式は，
地下部に有する地下茎である。地下に長く横走する地下茎か

ら密に茎を直立させ，栄養繁殖をおこなう6，8，11）（写真―3）。後
述するオオアワダチソウの引き抜き作業の事例では，長さ 1
m以上に達するほどのオオアワダチソウの地下茎も観察さ
れている（写真―4）。この長い地下茎によって栄養繁殖し，
群生する11）ことから，オオアワダチソウは種子繁殖とあわせ
て旺盛に生育地を広げられると考えられる。
オオアワダチソウが旺盛な繁殖力で繁茂することで，草原
や樹林地では在来植物への被圧がみられる3）。生態系等への
甚大な被害が予想されるため，対策の必要性が高いとされ，
環境省によって重点対策外来種に区分されている5）ほか，北
海道では防除対策の必要性について検討する外来種 A 22），
日本生態学会の侵略的外来種ワースト 100にも選ばれてい
る7）。現在，オオアワダチソウの利用に関する情報は得られ
ていないが4），生態系への影響が大きいことから，生物多様
性に配慮した緑の再生，創出，保護，管理などにあたって
は，計画段階から取り扱いに十分注意が必要である。
北海道では，知床国立公園，苫小牧市ウトナイ湖，礼文島
などで駆除活動がおこなわれている4）。帯広市の都市公園「帯
広の森」でも駆除活動を実施しており，小学生の環境学習な
どでオオアワダチソウを根ごと引き抜く作業を，毎年夏に実
施している（写真―5）。定点区域でオオアワダチソウの引き
抜きをおこなうと，翌年には茎数が大きく減少し，引き抜き
を継続すると，茎数が少ないまま維持される傾向が見られて
いる。ただし，茎数が減少しても，地下茎の先からは新たな
オオアワダチソウが出て，栄養繁殖していることも確認され
ている。このようなオオアワダチソウの旺盛な繁殖力に対し
て，再び繁茂することが予想されるため，引き抜きなどの駆
除活動を，継続的に繰り返し実施していく必要がある。長期
的な対策にあたっては，先述した小学生の環境学習など市民
参加と連携した取り組みをおこなっていくことが考えられる
（「帯広の森」の駆除活動の効果は検証中）。
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